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ニューノーマル時代の

国⼟イノベーションとスマートウェイ 

牧野 浩志 

（⼀般財団法⼈ 国⼟技術研究センター 研究主幹） 
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−メモ⽤紙としてお使いください−
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講 演 
 

情報技術の現状と展望 

〜移動体検知技術と個⼈情報保護〜 
 

 

 

 

⻄⽥ 純⼆ 

（株式会社 社会システム総合研究所 代表取締役） 
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情報技術の現状と展望

～移動体験知技術と個人情報保護～

2021年 10月19日

京都大学経営管理大学院 特命教授

株式会社社会システム総合研究所 代表取締役

西田 純二

1

技術シンポジウム 道路の未来 ～想像から創造へ～

2

経 歴

１９８０ 京都大学工学部 交通土木工学科 卒業

１９８０ 中央復建コンサルタンツ株式会社

１９８６ Digital Equipments Corp.  （DEC）

１９８８ 阪急電鉄株式会社

千里エリアの開発事業

震災復興事業／関連事業開発

２００４ 株式会社社会システム総合研究所 設立

交通ＩＣカード開発（PiTaPa）

阪神高速Thruway （ＥＴＣカード）

交通情報配信システム

デジタルサイネージ/車両動態管理システム

現在 株式会社社会システム総合研究所代表取締、他

現在の仕事

• ㈱社会システム総合研究所 代表取締役

• 京都大学経営管理大学院 経営研究センター 特命教授

• 大阪大学大学院工学研究科（プロジェクト企画論） 非常勤講師

• 学校法人上田学園 理事

• 一般社団法グローカル交流推進機構 理事

• 一般社団法人さんりく未来推進センター 理事

• 一般社団法人文化農場 理事

• ㈱丸尾計画事務所 取締役

• ㈱橋爪総合研究所 取締役

• ㈱モンゴル未来 取締役

3 4

経 歴

１９８０ 京都大学工学部 交通土木工学科 卒業

１９８０ 中央復建コンサルタンツ株式会社

１９８６ Digital Equipments Corp.  （DEC）

１９８８ 阪急電鉄株式会社

千里エリアの開発事業

震災復興事業／関連事業開発

２００４ 株式会社社会システム総合研究所 設立

交通ＩＣカード開発（PiTaPa）

阪神高速Thruway （ＥＴＣカード）

交通情報配信システム

デジタルサイネージ/車両動態管理システム

現在 株式会社社会システム総合研究所代表取締、他

交通 ICT
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前職では
あちこちで、交通調査をやりました。

5

交通流動調査のニーズ

• 公共交通計画

• 観光計画

• 施設設計

• 道路管理

• 商業/マーケティング

• 防災/警備計画

• 来場者分析

6

原始的な方法で。。

7

交通流を効率的に計測できないか？

8

17



騒音・振動から交通量がわかるのでは？

9
小野測器様HPより引用

小型電気自動車

1万Hz前後に特徴
１万Hz以下の可聴範
囲は比較的静か

年代物ガソリン車

3000～5000Hzの可聴
範囲の音がウルサイ

使用アプリ
FFFFT Ver.1.30 （Free Soft)

車両が通過するときの音響スペクトル

2014年、いろいろ試すが挫折

11

車両が重なり走行すると分離できない
車種ごとの周波数特性がまちまち
路面状態で、音響特性が大きく変化

交通量が少ない道路では計測可能だが。。

Wi-Fi＆Bluetoothパケットセンサ
を開発

12

18



移動体は様々な電磁波を発信するよね？

13

ETCの
WCNは？

Wi‐Fiの
パケットは？

Bluetoothも
あるよね！

Wi-Fiパケットを観測してみるテスト

超小型
Linuxマザーボード

HDMI

EtherNetUSB

USB

Wi‐Fi子機【モニターモード】

インターネット

外部記憶

（SD Card） データ記録用サーバ

小型の専用ハードウェア（Raspberry PI)

小型のセンサーBOXを開発完了。

電源を入れて置いておくだけで、数日
間のパケットをSDカードに記録。
調査完了後、このセンサーBOXを回収
してデータを分析する。

インターネット経由で、サーバに自動
アップロードも可能。

14

計測中は、すべての操作用端末は取
り外して、センサーBOXだけで動作

まずは、試験計測を実施

• 2013年7月に山陽自動車道で、旅行速度を計測

① Ａ：三木東IC西 路側

② Ｂ：三木小野ＩＣ東 跨道橋上

１１．４ｋｍ

同時測定を行い、
旅行速度を算出できるか？

15

その時の様子は。。。？

• 側道や跨道橋に機器を出して、測定。

（実は、最初はあまり期待していませんでした・・・）

16
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ところが、結構測定できてしまいました。
• A地点ユニークMACアドレス：

134個
• B地点ユニークMACアドレス：

139個
• AB両地点でのMACアドレス： 22個
• 約1時間で、速度計測に使えるサン

プルが２２個

サンプル 時間差（秒）
平均速度
(km/h)

三木SA
(分)

1 342.481 119.8

平均速度80km
で走行したと仮
定したときに、三
木SAに滞在して

いた時間（分）

2 356.781 115.0
3 369.128 111.2
4 374.231 109.7
5 395.383 103.8
6 407.784 100.6
7 408.896 100.4
8 441.045 93.1
9 443.945 92.4
10 444.562 92.3
11 447.322 91.7
12 453.151 90.6
13 458.658 89.5
14 460.465 89.1
15 484.484 84.7
16 488.563 84.0
17 494.112 83.1
18 516.353 79.5
19 525.361 78.1
20 900.668 45.6 6.3
21 1,011.087 40.6 8.2
22 2,153.624 19.1 27.2

場所 走行台数 
走行車線 

平均速度 

追越車線 

平均速度 

取得 

パケット 
取得率 

三木東 1,092台 87.0km/h 103.9km/h 134個 12.2% 

加古川 1,247台 87.6km/h 105.4km/h 139個 11.1% 

共通取得パケット 22個 1.76% 

17

次は、インドネシアで測定 （NEDO事業）

• 1路線について、3箇所で同時測定、合計3路線を計測
①：高速道路 ②と③：平面道路

マカッサル
中心
市街地

18

測定の様子と沿道状況

• 高速道路の路側に車を停車させ、車両の上にアン
テナを出して測定。

• 一般道路でも同様の計測を実施。

19

インドネシアでの計測結果

• 0.8～3.6個/分の計測。15分の平均速度程度は測定可能か。

20

20



高速道路（a2-a3区間）の測定結果

• 当該区間には側道があり、本線と側道の二つの分布を計測

距離：2,580m
月日：2014年1月23日
時間：12:00～13:30
天候： 雨

21

一般道路の計測結果
• 下り側が渋滞していた。自転車と考えられるサンプルや、極

端に高速走行をしているサンプル（暴走バイク？）も観測

距離：3,050m
月日：2014年1月23日
時間：17:20～18:20
天候： 曇・小雨

22

SAの滞留分析で試してみる

• 連続して観測されるMACアドレスを計測すると、滞留時間が
わかる。三木SAのフードコートで計測。

19
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23

滞留総数は実測値と合うの？

• ある駅前ファストフード店で計測。

• POSレジでカウントされる客数とWi‐Fiパケットのユニークアド
レス数は、相関係数0.9448 となった。
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Wi-Fiパケットセンサを商品化しよう！
• Wi‐Fi機器の多くはスタンバイ状態でも、基地局

と接続するためのビーコンを発信（Wi‐Fiプロー
ブリクエスト）

• この信号（パケット）には、Wi‐Fi機器にユニーク
に割り振られたアドレスを含む（MACアドレス）

• このパケットを受信し解析することで、人の移
動・滞留・回遊などを計測できる

 この信号には、名前やメールアドレス等の個人を特
定する情報は含まれないが、悪意を持って解析する
者にデータが漏洩した場合のリスクを想定し、取得
データに高度な匿名化処理を行って解析を行う

 このセンサーを、「Anonymous Mac‐address Probe‐
request Receiver」の略で、AMPセンサーと呼称

※自動車交通流を把握・分析するためには、Wi‐Fiだけで
はなく、車両が発する Bluetooth パケットを受信する方
式を使用する

25

センサ実用化への道程

26

プライバシー保護は大丈夫？

• 総務省SCOPE事業の適用を受けて、第三者委員会
による検討

27

1. プライバシーポリシーの
設定と公開

2. 十分な告知

3. オプトアウト対策の準備

4. 十分なセキュリティ対策

5. 個人特定リスクのある情
報の取得・分析は避ける

6. 長期にわたる追跡は避け、
データ消去時期を有期に
する

センサの動作と匿名化処理
• Wi‐Fiパケットセンサー（AMPセンサー：Anonymous MAC address Probe

Sensor)は、取得データをハッシュ関数で匿名化し、個人の特定ができな
いように処理を行った上で、流動分析・滞留分析を行う。

28

ハッシュ関数による
匿名化処理

22



センサ仕様
• センサ本体には屋外型・屋内型があり、単独設置の他、自販機上部やサイネー

ジ筐体等への取り付けも可能

• 筐体サイズは160㎜×160㎜×95㎜と小さく、電源供給だけで稼働する
※３G/LTEによるアップロードのため、携帯電話のサービス圏内であること

• 自動販売機の上部空間や事務室の窓や棚等に設置されている例もあり、特別な
取付工事は必要としない

29

入力電圧 100‐240V （50 ‐60Hz）

消費電力 100‐240V 7W

（定常時消費電力は5W）

筐体サイズ 160mm x 160mm x 95mm

＊設置場所は、通信用SIMの携帯電話サービス

圏内である必要があります。

＊設置後の操作は必要ありませんが、サージ等

による動作不調の時に、電源の抜き差しによ

るリブート操作を行う必要があります。

最初の導入は海外から

30

前例のない計測手法への抵抗感

31

実績はありますか？

プライバシー保護は大丈夫？

前例がないと、積算根拠が難しい

過去、プライバシー侵害などの苦
情などが出たことはないですか？

ようし、それなら

海外からやって
みるか！？

ラオスの首都ビエンチャンに提案

1. 渋滞が激しく、路線バスがダイヤ通りに運行されない

2. 交通量は激増。市内ではあちこちで渋滞が発生。

3. 市内には交通観測インフラがない。

32

①Wi‐Fiパケットセンサによる観測システム
②バスロケーションシステム

の導入を提案

【JICA 中小企業海外展開支援事業に採択される】

23



JICA事業の適用を受けて、ラオスに展開
市内に25個のセンサーを設置・観測開始<2015年10月>

33

区間別速度分布 地点別交通量変動

交差点間速度の提供

34

35

交差点間ODのリアルタイム表示 交通警察におけるモニタリング 〈2016年2月〉

36

24



公共事業運輸局におけるモニタリング

37

ラオス国立大学への技術移転

38

Wi-Fiパケットセンサのオープンデータ

39

NUOL・JRISS主催：OpenDataをテーマとした
アイデアソンの開催(2月24日）

40
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アイデアソン・コンテストの概要

41

①②

③

④

⑤ ⑥

参加12チームの提案

42

結果 チーム名 タイトル 概要

IT sensor 
smarter

国境入国管理局での
渋滞通知

出入国の管理ゲートにおける渋滞解消目的のための、Wi‐Fiパケットセン
サーの活用

3MB バスシステム
Next Step

バス到着情報に加えて、センサーでバスの混雑度や乗車率が事前に通
知するサービス

特別賞 SuperJuOn Alter Service
パケットセンサーを活用し、スマホアプリで、諸施設の混雑状況を配信す
るサービス

Spirit HOME AUTO
家庭の電気状況やその他の情報のオンラインモニタリング機能、問題発
生時の通知サービス

NBY 患者の健康状態の追
跡

患者の健康状態をトラッキングするサービス。入院期間の短縮、在宅で
の治療をサポートする。

特別賞 Tour Laos Tour Laos 移動中に移動先の天気等の情報を伝えるサービス

1位 Visualize Lao Delivery
パケットセンサーによる道路混雑情報を利用した、宅配サービスの迅速
化・効率化を実現するシステム

Lion King Lion King 野生動物にGPSを装着し、位置を追跡するシステム

The difference IT Innovative ペットにGPSセンサーを装着させ、位置を追跡するシステム

2位 HK Packet Sensor Car
車両に設置し、盗難時の位置を捕捉、事故発生時の通報、子どもを車に
乗せたまま車外に出た際の車内室温アラーム、車の管理状況管理シス
テム等の包括的管理システム

The Eye 車両管理システム
車にGPSを設置し、社用車、個人利用などを対象とした目的地までの経
路案内システム

優勝
The Snail 
Power e‐Logistics

商品の運搬等、ロジスティクス効率化のためのセンサー情報の活用。セ
ンサーからの道路混雑状況を利用した効果的な配送ルート選定システ
ム。

ケニア・ナイロビ市にも導入
• 「ケニア国ナイロビ都心総合交通システム及

び環状線事業計画策定プロジェクト」の一環と
して、ナイロビ市内に40台のセンサーを設置

• 2017年6月から継続して市内の交通流動を計
測

• 調査の実施の際には、市民向けの新聞広報
（パブリックコメント）を実施

43

EU:スペインでも実証
• サンタンデール市のエステ市場に8基の

WiFiパケットセンサーを設置し、計測

• 実施団体は、Festival‐Project とサンタン
デール市及びカンタブリア大学
http://www.festival‐project.eu/

• サンタンデール市から、「Spanish Data 
Protection Agency」 に申請を行い、許
可を得るという手順をとった

• この計測では、同国の個人情報保護法
には抵触しないが、原データの国際間移
動は避けることとなった

44
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日本国内への本格展開と商用化

45

計測・分析が可能な項目
1. 滞留・通過数と時間変動（事例①）

• 取得された固有ID数（スマホ数）を単位時間ごとに集計
• スマホを保有しWi‐FiをONにしている割合は30％程度であり抽出調査となる
※ Probe Requestは1‐2分に1回発信されるため、短時間で通過する場合は計測されないことがあります

2. 地点間の流動量－OD表－（事例②）
• 複数のセンサー間で計測された固有ID数をクロス集計
• 時間帯別・曜日別・月別等に集計することで、様々なOD表を作成可能

3. 地点間の移動速度・所要時間（事例③）
• ２つのセンサーで計測された時間から速度・所要時間を算出

4. 滞留時間分布（事例④）
• 固有IDごとの計測された最初と最後の時間差を集計し滞留時間を計測

5. ビジター率（事例⑤）
• 例えば1週間に3日以上計測された割合を常時利用者、それ以外をビジターと定義すること

で、ビジター率を算出

6. ミクロな地域流動（事例⑥）
• 個々のスマホの流動をアニメーション化

46

事例①(大阪難波)：ピーク滞留状況把握

• 2016年11月１日のハロウィンの日のなんば主要地点における時間別滞在者数

• 戎橋前が深夜０時から早朝３時頃まで、人出が集中していることがわかる

• 南海なんば駅の朝ピーク時と同程度の人出が観測されている

• このデータを参考に、翌年のハロウィン期間の警備体制を検討

47

事例②(京都東山)：地点間流動
• 毎日の地点間の流動パターンを自動解析し、流動図にしてモニタリング可能

• 下図は2017年11月4日（土）の祇園・清水地区の流動を図示したもの

48
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事例②（天橋立)：OD表と人の分散

• 2017年11月3日（金）に天橋立駅を利用した人の周辺観光地への来訪分布
＊同駅には観光案内所と駐車場があるため、鉄道利用以外の利用者も含まれる

• 駅から、知恵の文殊の知恩寺やビューランドへの来訪者が多い

49

事例②(兵庫県尼崎市)：前後地点間流動

• 着目地点を指定すると、その前2地点、後2地点の間の流動を図化する

• 地域全体の流動パターンを解析するときに利用できる

50

事例②(大阪駅前)：施設内移動と分布

51

• 施設内に複数のセンサーを設置し、人の流動分布を計算（2014年）

• グランフロント大阪のデジタルサイネージにセンサーを設置して計測

下の例では、メッシュ毎に 3人以上:黄色、5人以上:橙色、7人以上:赤色

事例③(熊本)：移動速度
• 道路沿道に設置すると、区間速度の計測が可能（黄：Wi‐Fi 青：Bluetooth）
• NEXCO西日本・九州道の熊本付近の渋滞検知のために設置した結果（2017年）

52
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事例④（清水寺）：滞留時間分布
• 2017年10月29日の清水寺の滞留時間分布

• 清水寺拝観者の滞留時間は35分前後に分布

53

事例⑤(海の京都)：ビジター率の集計
• 京都府北部（海の京都エリア）の主要観光地に設置した60台のセンサーが観光

流動を常時計測。観測数は、2017年5月4日が最大。二番目は8月13日。

• 週末やGW、お盆期間には住民の移動が減少し、来訪者数が急増している。
※1週間に3日以上観測されたサンプルを住民、それ以外を来訪者と定義

54

事例⑥（ナイロビ）：計測結果のアニメーション

55

プライバシー保護について

56
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Wi-Fiパケットセンサのデータは個人情報？

【改正前・個人情報保護法の定義（2005‐2017）】
• 個人情報とは「個人に関する情報であり、かつその情報に含まれ

る記述等によって特定の個人を識別できるものを指す」

• 「他の情報と容易に照合することができ、それにより特定の個人を
識別することができることとなるものを含む」

【改正個人情報保護法（2017年5月）で追加】

• 個人識別符号（生体認証や免許証番号・旅券番号・マイナンバー
など）も個人情報

• Wi‐Fiパケットセンサのデータ（AMAC）は、個人情報ではない？

57

個人特定・悪用の可能性（１）

58

• 自宅やオフィスに張り込んで、ひそかにMACアドレ
スを収集すれば・・

• ほぼ個人のMACアドレスは特定可能

• ロシアに亡命したSnowdenもWi‐Fiを盗聴していた

個人特定・悪用の可能性（２）

59

• タイムカードが漏洩すれば・・・

• オフィスにおいたセンサデータから、全社員のMAC
アドレスは推定可能

• AMACアドレスに変換（匿名化）しても、推定できる

総務省・位置情報プライバシーレポート

個人のＰＣやスマートフォン等の識別情報

（端末ID等）などは，一義的にはＰＣやス

マートフォンといった特定の装置を識別す

るものであるが，実質的に特定の個人と

継続的に結びついており，プライバシーの

保護という基本理念を踏まえて判断する

と，実質的個人識別性の要件を満たす．

このためMACアドレス等の契約者・端末

固有IDについて，単体では個人識別性を

有しないが，同一IDに紐付けて行動履歴

や位置情報を集積する場合，プライバ

シー上の懸念があるため，個人情報に準

じた形で取り扱うことが適切である

60
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位置情報プライバシーレポートに従うと
• 事前の本人同意がない場合には、

「十分な匿名化」をせずに利用・第三
者提供をしてはいけない

• 十分な匿名化をして利用する場合で
も、次の対応を行うこと

– データ利用方針やその内容に関す
る説明（調査のプライバシーポリ
シー）を現場に掲示し、WEB等でわ
かりやすく説明をする

– オプトアウトの手続きを設ける

• 大事なことは、

こっそりやらない！

61

EU一般データ保護規則（GDPR）

• GDPRにおける個人情報（パーソナルデータ）
– 氏名

– 識別番号

– 所在地データ（GPS位置情報を含む）

– メールアドレス

– オンライン識別子（IPアドレス、クッキー、MACアドレス）

– クレジットカード情報

– パスポート情報

– 身体的、生理学的、遺伝子的、精神的、経済的、文化的、
社会的固有性に関する要因

• EU居住者（EEA内）の個人データを収集または処理
する場合は、EU域外に拠点をおく組織にも適用

62

GDPRの罰則規定は日本の比ではない

• 日本の個人情報保護法の罰則規定
– 「6ヶ月以下の懲役または30万円以下の罰金」の刑事罰

• GDPRの罰則規定
– 最高では、2000万ユーロ（約27億円）または年間のグ
ローバルの売上高の4パーセントのいずれか高額な方
• Apple ： 売上は約883億円 → 35億円

• Amazon ： 約605億円 → 24億円

• Google ： 約323億円 → 13億円

• インターネット企業の大手は、2018年に入って相次
いでプライバシーポリシーを改訂している！

63

Wi-Fiパケット計測の個人情報保護対策
1. プライバシーポリシーの設定と公開

 実施主体、利用目的、データの取扱い、第三者提供の有無、調査を避ける方法、オプトアウト等

2. 十分な告知
 現場への掲示
 ホームページ掲載、プライバシーポリシーの公開

3. オプトアウト対策の準備
 コールセンター機能（電話やメール連絡窓口の設定と公開）

4. 十分なセキュリティ対策
 組織体制、漏洩時の連絡体制、個人情報管理責任者の設置
 暗号化、センサー本体にデータを残さない（盗難対策）
 センターサーバのセキュリティ確保
 大学内等の管理不十分な場所にデータを置かない

5. 個人特定リスクのある情報の取得・分析は避ける
 できる限り個人特定につながる情報は保有しない（SSIDなど）
 調査対象者が少数に絞り込まれたり、特定される分析は避ける

6. 長期にわたる追跡は避ける・データ消去時期を有期にする
 MACアドレスを匿名化しても、長期にわたり同じ匿名化関数を使わない
 使用目的を明確にし、データ保持期限を有期に設定して

64
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道路の未来 想像から創造へ

65

多くの人の夢・想像力をかき立てる仕組み

多くの人の創造性を高める仕組み

共創を実現する仕組み

【提 案】
1. 交通情報、道路情報の

オープンデータへの取組み

2. 道路事業者と外部組織（車両メー
カ、情報プロバイダ等）との積極的
な連携

ありがとうございました。

66
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講 演 
 

“限定的な運転⽀援”からいつか“⾃動運転”へ 

--その遥かなる道程 

 

 

 

 

両⾓ 岳彦 

（⾃動⾞評論家） 
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「極意」は「G-BOWL」
−“ball in bowl”＝摩擦円の視覚化−

アプリもあります。
(iOS版だけですが…)

Original Box / iFulSoft

で、「タイヤとは？」

黒くて、(黒くないタイヤも作れるけど…)

丸くて、(まん丸のタイヤは、現実には作れないけど…)

『よくわからないもの』
なんだなぁ…

横浜ゴムのタイヤ企画・設計・開発エンジニア、後に研究所長などを歴任された

山下隆さんの至言

「ドライビングのエキスパート」は、
「何」をセンシングして、

⾞両運動を組み⽴てているのか？
わかってきたこと…
「路⾯」と「タイヤ」の状態、そこで起こる⾞両運動

全ては「振動」となって伝わってきている。
ただし、その帯域は広い。(1〜10kHz)
⼈間は、筋細胞(他)で感知し、総合し、差分し、合成して、

体験してきたことと参照して現象を把握し、
次の運動を思い描き、ドライビングを組み⽴ててゆく。

それを、どう「検出」するか？
状態検出・判断のデータベースを構築するには？

ここが、今日のお話の「鍵」、ですが
ただ、未だ公開していない内容にも

関わるところがありまして…
スライドにてご覧ください。

ヒトは、おそるべき統合制御システムである。
だがしかし…
⼤きな弱点が存在する。

1. 個体差が⼤きい。
2. 最適制御の持続能⼒に限界がある。
3. ランダムにミステークが発⽣する。

→これが最⼤の問題！
そのミステークの頻度、内容にきわめて⼤きな影響を
与えるのが、アルコール摂取

39



【【第一条条】
ロボットは人間に危害を加えてはならない。
また、その危険を看過することによって、
人間に危害を及ぼしてはならない。
【
間に危害人間

【第二条
害をに危害

条】
ロボットは人間に与えられた命令に服従しなければならない。
ただし、与えられた命令が第一条に反する場合は、この限りでない。
【
だし、与ただ

【第三条
与えし、与

条】
ロボットは、前掲第一条および第二条に反するおそれのない限り、
自己をまもらなければならない。
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−メモ⽤紙としてお使いください− 
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講 演 

進化２０２５（中期経営計画２０２５）の紹介 

 ⼭本 悟司 

（⻄⽇本⾼速道路株式会社 経営企画本部 副本部⻑） 
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「進化２０２５」の紹介
（中期経営計画２０２５）

令和３年10⽉19⽇
⻄⽇本⾼速道路株式会社
経営企画本部 ⼭本 悟司

＜経営環境の変化＞

「進化2025」の策定の背景

・地球温暖化に伴う豪⾬災害や台⾵被害の激甚化・頻発化
・社会⽣活を⼀変させた新型コロナウイルス感染症の蔓延
・先進デジタル技術の急速な進歩や、⾃動運転をはじめとしたCASE※などの進展

※Connected（コネクテッド）、Autonomous（⾃動化）、Shared & Service（シェアリング＆サービス）、Electric（電動化）

⾼速道路に求められる機能や役割が⼤きく変化する中、
その変化に柔軟に対応する「進化」を遂げることで、
社会から求められる役割や使命を果たすとともに、

⾼速道路の新たな付加価値を⽣み出し、提供していく必要

上記を踏まえ、中期経営計画2025を「進化2025」と題して計画を取りまとめ

1

●グループ理念

●ビジョン
ビジョン

●重点施策

●個別施策

グループ理念及び「進化2025」の構成

NEXCO⻄⽇本グループの⽬的、存在意義を表した
経営全体を包括する考え⽅及び思想

グループ理念を踏まえた
「進化2025」における将来のありたい姿や⽬指す姿

グループ理念及びビジョンの実現に向けた
「進化2025」における施策

「進化2025」における具体的な施策

ビジョン

重点施策

個別施策

グ
ル
ổ
プ
理
念

2

「進化2025」
(中期経営計画2025)
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「進化2025」における5つのビジョンと重点施策

4

01
⾼速道路の安全・安⼼を

いつまでも守り抜く
 点検補修の進化

 大規模更新・大規模修繕の推進

 交通安全対策の進化

02
多発する⾃然災害から

地域と暮らしを守り抜く
 ネットワークの進化 ～ミッシングリンクの解消等～

 ネットワークの強化 ～暫定２車線区間の４車線化～

 高速道路の強靭化 ～耐震性の向上～

 災害対応力の強化

03
新しいモビリティ社会に向けて

⾼速道路を進化させる

 高速道路機能の進化

 物流支援 ～休憩施設の充実～

 料金所のキャッシュレス化・タッチレス化

 道路情報提供の高度化

 通信ネットワークの進化

04
⾼速道路の

顧客体験価値を⾼める

 新しい価値を提供するSA・PAの進化

05
持続的に進化する企業を⽬指す

 高速道路を活用した地域貢献

 社員が活躍できる環境づくり

 DX(デジタルトランスフォーメーション)の推進

 環境に関する取り組みの推進 ～脱炭素社会に向けて～

 海外事業の発展

 SDGｓ達成への貢献

01 ⾼速道路の安全・安⼼をいつまでも守り抜く

5

01 ⾼速道路の安全・安⼼をいつまでも守り抜く

6

01 ⾼速道路の安全・安⼼をいつまでも守り抜く

7
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01 ⾼速道路の安全・安⼼をいつまでも守り抜く

8

02 多発する⾃然災害から地域と暮らしを守り抜く

9

02 多発する⾃然災害から地域と暮らしを守り抜く

10

02 多発する⾃然災害から地域と暮らしを守り抜く
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02 多発する⾃然災害から地域と暮らしを守り抜く

12

02 多発する⾃然災害から地域と暮らしを守り抜く

13

03 新しいモビリティ社会に向けて⾼速道路を進化させる

14

03 新しいモビリティ社会に向けて⾼速道路を進化させる
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03 新しいモビリティ社会に向けて⾼速道路を進化させる

16

03 新しいモビリティ社会に向けて⾼速道路を進化させる

17

03 新しいモビリティ社会に向けて⾼速道路を進化させる

18

03 新しいモビリティ社会に向けて⾼速道路を進化させる

19

48



03 新しいモビリティ社会に向けて⾼速道路を進化させる

20

03 新しいモビリティ社会に向けて⾼速道路を進化させる

21

04 ⾼速道路の顧客体験価値を⾼める

22

04 ⾼速道路の顧客体験価値を⾼める
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05 持続的に進化する企業を⽬指す

24

05 持続的に進化する企業を⽬指す

25

05 持続的に進化する企業を⽬指す
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05 持続的に進化する企業を⽬指す
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05 持続的に進化する企業を⽬指す

28

05 持続的に進化する企業を⽬指す
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05 持続的に進化する企業を⽬指す
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05 持続的に進化する企業を⽬指す
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05 持続的に進化する企業を⽬指す

32

ご清聴ありがとうございました。

33
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学⽣発表 
 

⾼速道路×他業界 

 
 

 

 

 

 ⻄村 拓真 , 孟 楽 

（九州⼤学／道路⼯学実践教室 最優秀班） 
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⾼速道路×他業界
九州⼤学 2班 ⻄村拓真 孟楽

NEXCOの他業界参⼊の現状

NEXCO⻄⽇本「中期経営計画2025」
https://corp.w-nexco.co.jp/corporate/plan/download/pdfs/w-nexco_report21_a4.pdf

情報通信産業への参⼊に意欲的

提案するビジョン

他業界の変化に対応する⾼速道路

⾼速道路を活かした他業界への進出
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ビジョン1 他業界の変化に対応する⾼速道路

ビジョン1 他業界の変化に対応する⾼速道路

・コロナにより⼤きな影響を受けた業界

・⾼速道路が関与できる業界

物流業界

ビジョン1 他業界の変化に対応する⾼速道路
物流業界の現状と物流業界と⾼速道路との関係

物流業界においてトラックはトンベースで9割,トンキロベースでは5割と重要な
役割を担っており,物流業界の⾼速道路率は台キロベースで3割となっている.

ビジョン1 他業界の変化に対応する⾼速道路
物流業界の現状について

有効求⼈倍率は全職業計の約2倍,トラックドライバーが不⾜と感じている企業は
約7割と物流業界は⼈⼿不⾜におちいっている.
⇒⻑時間労働が主な原因と⾔われている．

ビジョン1 他業界の変化に対応する⾼速道路
物流業界の今後について

出典︓三井住友銀⾏企業調査部「物流業界を取り巻く環境〜新型コロナウイルス感染拡⼤をふまえて」
https://www.smbc.co.jp/hojin/report/investigationlecture/resources/pdf/3_00_CRSDReport105.pdf

⻑時間労働を減らす
取り組みとして,物流
業界内での協⼒と,効
率的な配送を提案す
る第三者の参⼊が考
えられている.
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ビジョン1 他業界の変化に対応する⾼速道路
具体的な施策︓⾼速道路上に中継物流拠点を作る

効率的な配送のため
に⾼速道路を利⽤す
る物流業者を増やし
つつ,物流業者の⻑時
間労働解消とそれに
よる退職と⼈⼿不⾜
を減らせると考える.

⇒物流業者が増えることで⾼速道路利⽤率も増える．

ビジョン1 他業界の変化に対応する⾼速道路
具体案

場所︓広島県福⼭SA隣

出典︓NEXCO中⽇本
https://www.mlit.go.jp/road/ir/ir-council/nls/pdf02/07.pdf

ビジョン1 他業界の変化に対応する⾼速道路
具体案

ドライバーの⽇帰り（⻑時間労働の解消）が可能になる

ビジョン1 他業界の変化に対応する⾼速道路 数値⽬標

最終⽬標
・⻑時間労働が原因の退職者約7.5万⼈を0⼈に(出典より概算)
・⻑時間労働というイメージ払拭で新規就労者を年間4万⼈に(求⼈数)
・売上⾼年間10億円の増加
(退職者7.5万⼈+新規就労者4万⼈)×0.3(物流業界の中で⾼速道路を使⽤
する割合)×1250円(⾼速道路平均利⽤料⾦)×250⽇(労働⽇数)=10億円/年

5年後の数値⽬標
・⻑時間労働が原因の退職者約7.5万⼈を4.5万⼈に
・⻑時間労働というイメージ払拭により新規就労者を年間1万⼈に
・売上⾼年間3億円の増加

出典︓厚⽣労働省「－平成 30 年雇⽤動向調査結果の概況－」https://www.mhlw.go.jp/toukei/itiran/roudou/koyou/doukou/19-2/dl/gaikyou.pdf
国⼟交通省「物流を取り巻く現状について」https://www.mlit.go.jp/common/001258392.pdf

e-stat「労働⼒調査詳細集計全都道府県全国年次」https://www.e-stat.go.jp/dbview?sid=0003009274
株式会社NEXER「運送・配送業に関するアンケート結果」https://b2b-ch.infomart.co.jp/news/detail.page?IMNEWS5=1556814
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ビジョン2 ⾼速道路を活かした他業界への進出

・スマートICによる地域活性化
・地域との連携したプロジェクトが多い
・これから必要となる業界

具体的な施策︓耕作放棄地の農業的利⽤

ビジョン2 ⾼速道路を活かした他業界への進出

ビジョン2 ⾼速道路を活かした他業界への進出
農業の現状

出典︓農林⽔産省「農林⽔産物・⾷品の輸出」
https://www.maff.go.jp/j/council/seisaku/kikaku/bukai/attach/pdf/kikaku_0310-11.pdf

ビジョン2 ⾼速道路を活かした他業界への進出
⼤企業の農業進出

・アイリスオーヤマ…東⽇本⼤震災によって被災した農業従事者の復興⽀援をしようと, 2013年
から精⽶と⽶の販売を開始. 農地拡⼤, 海外進出を⽬指す．

・JTB…⽇本の農林⽔産物や⾷品の海外への販路創出、販売までをサポート. ⽇本産の⾷品を直接
海外に販売することで, 「⽣産地を訪れたい」という⽇本へのインバウンド観光の新たな⽬的
を創出.

・オリックス…⽔耕栽培, ⼟耕栽培, ⼈⼯光型の植物⼯場事業など. 2014年の農地法の改正や消費
者のライフスタイルの変化, ICTなどの変化をビジネスチャンスと捉え, 農業参⼊を決定

・パナソニック…「栽培ナビ」というウェブサービスで農業のデータ取得・活⽤をスマート農業
を実現し, 農業への新規参⼊のハードルを下げて, 収量と品質の向上に貢献.

・その他にもトヨタやワタミなどが農業へ参⼊している.

各社独⾃の農業を実施している
出典︓マイナビ農業「有名企業の農業参⼊例6選 こんな企業が農業やってるのはナゼ︖」https://agri.mynavi.jp/2021_01_29_146608/

ビジョン2 ⾼速道路を活かした他業界への進出
NEXCO⻄⽇本独⾃の農業

・企業の農業参加に必要不可⽋な地域との連携にたけている.

・⾃動運転⾞に対する⾼速道路の技術を⽤いた省⼈化農業.

・スマートICを⽤いてSA, PAという地域密着型の野菜販売所を作ることで
販売先を探す必要がない.

・規格外野菜や売れ残り野菜を⾼速道路を⽤いて近くのスーパーの夜の
特売品として売れる.

・ETCマイレージカードポイントで，野菜を購⼊できるシステム.
⇒地域の魅⼒の発信にもなる.
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ビジョン2 ⾼速道路を活かした他業界への進出
農業参加にあたって必要なこと

・地域の⼈々との連携を⼤切にする.

・農業に参画した企業で⿊字化した企業は平均して4.1年の歳⽉をかけている.

・農業は特殊な産業で, 技術⼒が必要であることから,最初は⼩規模な
実験的農業を⾏い, ノウハウの蓄積と失敗事例の収集を⾏うことに投資する.

今回のビジョンにおける5年間では1つの⾃治体での⿊字化を⽬標とする.

出典︓フードビジネス.com https://funai-food-business.com/column/1307/

ビジョン2 ⾼速道路を活かした他業界への進出
実施場所︓福岡県⾹春町

国道201と322が交差しており,
交通の便が良い

⾚いピンや緑の旗がある場所が
耕作放棄地で合計0.25haある

耕作放棄地を農業利⽤する
移住希望者を積極的に募っている

出典︓全国町村会「福岡県⾹春町」https://www.zck.or.jp/site/forum/19426.html
⾹春町「農地バンク」https://www.town.kawara.fukuoka.jp/s022/030/020/060/20171103222427.htm

ビジョン2 ⾼速道路を活かした他業界への進出 数値⽬標

最終⽬標
・1ha当たりのお⽶の収⼊が年間約20万円ということから,
全国10か所の合計500haの⼟地で1億円の利益を出す.

5年後の数値⽬標
・福岡県⾹春町の耕作放棄地0.25haを使って年間5万円の⿊字化を⽬指す．
・地域と連携した農業をし,農業技術を取り⼊れる.
・SA以外に,販売先を探すメソットを知る.

まとめ
ビジョン1 他業界に対応する⾼速道路
施策 中継物流拠点の設置
最終⽬標 物流業界の⼈⼿不⾜解決（およそ10万⼈）

年間10億円の利益
5年後のKPI 物流業界の⼈⼿不⾜解決（およそ4万⼈）

年間3億円の売上⾼の増加

ビジョン2 ⾼速道路を活かした他業界への進出
施策 スマートICを活かした農業
最終⽬標 全国10か所で計500haの⼟地で農業を⾏う

年間1億円の利益
5年後のKPI ⾹春町で農業の技術，販売先を探すメソットを得る

0.25haの⼟地で年間5万円の⿊字化
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ご清聴ありがとう
ございました
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■配布資料（カラー版）について

 配布資料（カラー版）がダウンロードできます。

 以下のページにアクセスいただき、ダウンロードしてください。

https://www.kyushu-u-nexco.jp/ 

（「九⼤ ネクスコ」で検索） 
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